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編集 後記＊
Editorial Postscript

▲

「おもてなし」から「おもいやり」へ
　今月の巻頭では、新型コロナウイルスに感染拡大防止に伴う「新

しい生活様式」（関連記事２P）についての記事を掲載しました。
緊急事態宣言も解除され、少しづつ「日常」を取り戻しつつあ
りますが、今後は「ウイルスとの共生」が一番重要な課題になっ
てくるのではないかと考えられます。是非、ご一読いただき、
感染予防に一丸となり取り組んでいきましょう。

　新型コロナウイルスの影響で、東京オリンピックも延期となり、
日本の「おもてなし」を世界の人々に提供することは、少し先
延ばしとなりました。しかし、今大切なことは、「おもてなし」
よりも「おもいやり」ではないでしょうか。日本人は相手を「お
もいやる」気持ちでこのコロナウイルスの感染拡大を最小限に
留めることができているのだと私は思います。「おもいやり」の
気持ちを持って行動し、自分も大切な人もコロナウイルスから
守りましょう。そして、世界が日本は安心・安全だという事を
十分認識した後に、東京オリンピックで「おもてなし」を思う
存分提供することができれば素晴らしい未来が待っているはず
です。「おもいやり」と「おもてなし」で明るい未来へとつない
でいきましょう。（上田 耕太郎）

青少年育成の活動に役立て図書等に
飯塚ロータリークラブが桂川町役場に寄附

6月

9日

飯塚ロータリークラブが青少年育成の為に役立てて
もらおうと、桂川町・飯塚市・嘉麻市に寄付をお

こない井上町長を表敬訪問しました。飯塚ロータリー
クラブ清水修治会長は「コロナウイルスで先の見えな
いこの状況に、私たちが何かできることはないかと考
え、寄付を思いつきました。有効に活用していただき、
この難局を共に乗り越えましょう」と力強く話しまし
た。井上町長は「本当にありがたい。この寄附金を活
用し青少年育成の為、一致団結して取り組んでいきた
い」と話しました。

◀

寄附金を井上町長に手渡す飯塚ロータリークラブ清水会長【写真中央右】 
　青少年奉仕委員長 田代 健次さん【写真左】 永松 一浩幹事【写真右】
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